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奥入瀬渓流「銚子大滝」
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宇樽部の住人で開墾者 三浦泉八が銚子大
滝の右に漁道を開削。後、上林伊三郎に
法奧沢漁業組合、藤坂孵化場が協力し、
ヒメマスを遡上させ、以来十和田湖のヒ
メマスと呼ばれるようになった。
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　「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る「
全
国
健
康
福
祉
祭
」は
、

60
歳
以
上
の
方
々
を
中
心
と
し
た
健
康
と
福
祉
の
祭
典
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
地
域
や
世
代
を
超
え
た
交
流
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。厚
生
省
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
、
昭
和
63
年（
１
９
８
８

年
）に
兵
庫
県
で
第
１
回
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
10
月
15
日（
土
）〜
18
日（
火
）の
４
日
間
、
長
崎
県
内
12
市
３
町
を

会
場
と
し
て
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
２
０
１
６
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
森
県
か
ら
は
、
青
森
す
こ
や
か
福
祉
事
業
団
の
佐
々
木
悟
理
事
長
を
団
長

と
し
、
選
手
総
勢
１
０
１
名
が
18
種
目
に
参
加
。選
手
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
他
県
の
選
手
と
交
流
し
な
が
ら
楽
し
く
競
技
に
臨
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
の
総
合
閉
会
式
で
は
、
次
回
の
開
催
地
で
あ
る
秋
田
県
へ
大

会
旗
が
引
き
継
が
れ
、４
日
間
の
熱
い
戦
い
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

〜

〜

美術展「日本画の部」最高齢者賞受賞・藤林仁次郎さん（右）美術展「日本画の部」最高齢者賞受賞・藤林仁次郎さん（右）

受賞作品    「芦ノ湖雨情」

第29回 全国健康福祉祭ながさき大会第29回 全国健康福祉祭ながさき大会
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※18種目 シンポジウム含む※18種目 シンポジウム含む

№ 種　目　名 内　　　容 順位 表彰項目他 チ　ー　ム　名

1 卓球
（大村市） 21位 優 秀 賞 トライアングル青森

2 テニス
（佐世保市） ３位グループ２回戦敗退 真っ赤なリンゴ青い森から

3 ソフトテニス
（長崎市） 第４位グループ 3位 優 秀 賞 アップリート

4 サッカー
（島原市） 予選敗退 青森シニア60

5 ゲートボール
（平戸市） 予選敗退 すばるヶ丘

6 ペタンク
（南島原市）

予選Ｊブロック
※予選敗退 青森ＮＹＫ

7 ゴルフ
（長崎市）

個人戦（70歳～の部）
個人戦（65～69歳の部）
個人戦（60～40歳の部）
団体戦

54位
32位
17位
30位

濱田　紘路
原田　立男
高坂　　寿

8 マラソン
（諫早市） 70歳以上３km（女） 5位 優 秀 賞

9 弓道
（島原市） 予選敗退 青森県弓道連盟

10 剣道
（五島市） 予選敗退 高 齢 者 賞

青森県
三浦　信也

11 グラウンド・ゴルフ
（長崎市）

男性の部
　  〃
　  〃
女性の部
　  〃
　  〃

133位
169位
190位
8位
66位
113位

優 秀 賞

福嶋　保士
深畑　利勝
松橋　昭治
吉田　侑子
久保　キサ
橋場　静子　

12 太極拳
（佐世保市） 集団 43位 太極拳さくらクラブ

13 ウォークラリー
（壱岐市） 海都くんコース 3位 あすなろ

14 水泳
（長崎市） ※入賞者なし

15 バウンドテニス
（松浦市）

決勝トーナメント
２位グループ２回戦敗退 高 齢 者 賞

高 齢 者 賞

バウンディーズ青森
古川　正剛
渡部芙美子

16 囲碁
（西海市） 個人ダンギー（男子Ａ） 18位 優 秀 賞

最高齢者賞
坂本　孝則
沼山　助内

17 健康マージャン
（長崎市）

団体戦
個人戦 女神大橋ブロック
個人戦 軍艦島ブロック
個人戦 眼鏡橋ブロック
個人戦 中華街ブロック

50位
36位
52位
8位
53位

久米田　元
千葉　敏照
蛯名　昭彦
太田　秀夫

葛西　強子

優 秀 賞
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「
む
が
し
っ
こ
」聞
ぎ
に
こ
え
へ
む
が
し
っ
こ
を
語
る
会「
ゆ
き
ん
子
」（
五
所
川
原
市
）

す
。
年
次
計
画
を
立
て
「
原
稿
を
見
て
読

ん
で
も
よ
い
が
、
自
分
の
言
葉
で
話
せ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
」
が
目
標
で
す
。

　毎
月
土
曜
日
（
１
ヶ
月
３
回
）、
計
画

に
よ
っ
て
、
基
礎
練
習
、
読
み
聞
か
せ
、

わ
ら
べ
唄
、
発
音
練
習
ま
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。
日
の
長
い
夏
（
７
月
か
ら
10
月
ま

で
）
に
は
、
市
内
に
あ
る
旧
平
山
家
住
宅
（
国
の
重
要
文
化
財
）
に
お
い
て

土
・
日
・
祝
日
の
午
前
中
、
幼
稚
園
、
小
中
学

校
の
子
ど
も
達
に
昔
話
や
わ
ら
べ
唄
、
遊
び
等

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　「
ゆ
き
ん
子
」の
会
長
春
藤
さ
ん
は
、
昔
話
の

中
に
あ
る
情
緒
あ
る
人
間
の
育
成
、生
き
が
い

の
あ
る
高
齢
者
の
歩
み
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　《
お
問
合
せ
先
》

　会

　長

　
　春
藤

　篤
子

　連
絡
先

　
　０
１
７
３
（
３
５
）
５
５
１
３

　（
編
集
委
員
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　木
村

　祐
太
郎
）

　こ
の
会
は
、平
成
25
年
２
月「
む
が
し
っ

こ
」が
好
き
な
人
が
集
ま
っ
て
発
足
し
ま

し
た
。
現
在
21
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

最
初
は
昔
話
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
４
年
目
の
現
在
は
、
誰
か
に
聞
い
て

も
ら
う
た
め
、
保
育
園
、
小
学
校
、老
人

ホ
ー
ム
等
に
出
向
き
「
む
が
し
っ
こ
」
を

語
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
活
動
を
通
し
て
、
先
人
達
が
残
し

て
く
れ
た
「
む
が
し
っ
こ
」
を
見
直
し
、

後
世
に
語
り
継
い
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

　江
戸
時
代
に
多
く
の
昔
話
が
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
昔
話
の
奥
深
さ
、

ま
た
現
代
に
通
ず
る
も
の
も
沢
山
あ
り
、
昔
話
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う

た
め
、
よ
り
多
く
の
人
に
津
軽
の
「
む
が
し
っ
こ
」
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
会
員
は
70
歳
代
が
大
半
で
す
が
、「
む
が
し
っ
こ
」
を
覚
え
る
こ

と
で
、
ボ
ケ
防
止
に
も
繋
が
り
、
ま
た
語
る
こ
と
で
生
き
が
い
に
も
な
り
人
生

を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　こ
の
会
は
「
み
ん
な
の
教
室
」
と
題
し
、公
民
館
活
動
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま

　愛
称
「
マ
マ
卓
」
は
、
毎
週
金
曜
日
10
時
〜
12
時
、
青
森
市
民
体
育
館
３
階

で
練
習
し
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
後
、
当
番
が
準
備
し
た
７
台
の
卓
球
台

で
、
す
ぐ
に
練
習
が
始
ま
り
、
軽
や
か
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ラ
リ
ー
が
続
き
ま

す
、
カ
ッ
ト
サ
ー
ブ
の
人
も
い
て
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　会
長
の
山
崎
世
里
子
さ
ん
（
64
歳
）
は
「
ク
ラ
ブ
の
設
立
は
昭
和
44
年
、
青

森
市
か
ら
の
呼
び
か
け
で
出
来
た
最
初
の
女
性
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
の
で
歴
史

は
長
い
。
現
在
の
会
員
数
は
31
名
で
40
代
〜
80
代
、
東
北
大
会
に
も
出
場
し
、

優
勝
、
準
優
勝
な
ど
好
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。」

　最
高
齢
者
三
和
き
よ
さ
ん
（
81
歳
）
は
、
会
員
歴
30
年
で
、
中
学
一
年
か
ら

卓
球
を
や
っ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
国
体
や
東
北
大
会
に
出
場
、
年
代
別
で
優
勝

し
た
こ
と
も
。「
卓
球
は
若
い
人
と
も
出
来
る
の
が
楽
し
い
し
、
笑
っ
て
や
れ

る
の
で
心
地
よ
い
ス
ポ
ー
ツ
。
身
体
が
元
気
だ
と
心
も
元
気
に
な
れ
ま
す
。」

藤田健次氏が作成した
「ゆきん子」ロゴマーク

卓
球
に
生
き
が
い
を 

マ
マ
さ
ん
卓
球
ク
ラ
ブ（
青
森
市
）
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催
し
て
お
り
、
会
員
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事
で
す
。
時
に
は
プ
ロ
の
先
生

た
ち
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
披
露
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
数
年
前

か
ら
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
に
函
館
・
秋
田
・
八
戸
と
遠
く
か
ら
の
参
加
も
あ
り
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　「
う
と
う
ダ
ン
ス
愛
好
会
」
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
収
益
全
額
を
会
員
全
員
の

同
意
の
上
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
社
会
貢
献
も
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　代
表
の
笹
原
さ
ん
と
話
し
て
い
て
も
若
さ
と
迫
力
に
吸
い
込
ま
れ
、
優
し
く

包
ん
で
く
れ
そ
う
な
雰
囲
気
の
方
で
し
た
。
だ
か
ら
会
員
も
増
え
、
み
ん
な
が

楽
し
い
サ
ー
ク
ル
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

　皆
さ
ん
、仲
間
に
入
り
一
緒
に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　《
お
問
合
せ
先
》

　代

　表

　
　笹
原
秀
次
郎

　電

　話

　
　０
１
７
（
７
２
２
）
６
４
２
１

　練
習
日

　
　水
曜
日
（
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
）

　場

　所

　
　沖
館
市
民
セ
ン
タ
ー

　会

　費

　
　年
間
６
０
０
円

　
　
　

　（
編
集
委
員
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　三
浦

　良
子
）

　今
年
で
11
年
目
を
迎
え
た
「
う
と
う
ダ

ン
ス
愛
好
会
」
で
す
が
、
発
足
当
時
は
少

人
数
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
が
、
年
々

会
員
が
増
え
今
で
は
１
５
０
人
の
大
所
帯

と
な
り
、
平
均
年
齢
77
歳
？
。
最
高
齢
者

の
90
歳
の
カ
ッ
プ
ル
と
87
歳
の
カ
ッ
プ
ル

は
「
ダ
ン
ス
が
楽
し
い
、
生
き
が
い
だ
」

と
毎
週
の
練
習
に
顔
を
出
し
て
、
今
日
も

楽
し
く
踊
っ
て
い
ま
す
。

　会
場
内
は
笑
い
と
笑
顔
に
包
ま
れ
、踊
っ

て
い
る
時
は
、
青
春
時
代
に
戻
っ
た
よ
う

だ
と
喜
び
、
軽
や
か
な
足
運
び
で
す
。
楽

し
い
の
で
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
名
残
惜
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

　今
年
は
、
北
海
道
新
幹
線
の
開
通
記
念
と
し
て
函
館
で
交
流
会
を
開
催
し
、

青
森
か
ら
70
名
・
秋
田
県
か
ら
30
名
・
地
元
函
館
か
ら
は
１
０
０
名
・
計
２
０

０
名
の
参
加
で
盛
大
な
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

　「
う
と
う
ダ
ン
ス
愛
好
会
」
で
は
、
年
に
３
回
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

社
交
ダ
ン
ス
で
交
流

　〜
明
る
く

　楽
し
く

　元
気
で
〜
う
と
う
ダ
ン
ス
愛
好
会（
青
森
市
）

と
笑
顔
で
話
さ
れ
、
短
パ
ン
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
が
と
て
も
似
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　他
の
会
員
の
方
か
ら
も
、「
首
を
痛
め
た

と
き
に
、医
師
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
、
卓

球
は
つ
づ
け
た
方
が
良
い
と
言
わ
れ
た
。」

「
転
勤
族
の
マ
マ
友
か
ら
、青
森
は
卓
球
王

国
だ
か
ら
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
と
誘
わ
れ

て
始
め
た
。」「
女
同
士
、
年
代
の
違
う
人
と

も
気
軽
に
話
が
出
来
、
い
ろ
い
ろ
学
べ
て
人

生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
。」
と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。
卓
球
が
生
き
が
い
と
な
り
、
健

康
に
過
ご
し
て
い
る
皆
さ
ん

の
活
気
は
ま
ぶ
し
い
く
ら
い

で
し
た
。

　《
お
問
合
せ
先
》

　会

　長

　
　山
崎

　世
里
子

　電

　話

　
　０
１
７
（
７
３
６
）

　
　
　
　
　
　
　２
６
４
２

　（
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　鹿
内

　文
子
）
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生きがい見つけた

　浅
利
た
け
さ
ん
は
大
正
７
年
１

月
27
日
生
ま
れ
の
98
歳
、
も
う
じ

き
99
歳
を
迎
え
ま
す
。

　勤
務
先
の
松
木
屋
で
、
同
じ
職

場
の
ご
主
人
と
知
り
合
い
恋
愛
結

婚
、
し
か
し
結
婚
後
３
年
で
ご
主

人
は
２
人
の
子
ど
も
を
残
し
太
平

洋
戦
争
の
戦
地
マ
ニ
ラ
沖
で
戦

死
。
そ
れ
か
ら
は
市
民
病
院
、
市

水
道
部
で
働
き
２
人
の
子
ど
も
を

育
て
ま
し
た
。

　65
歳
で
退
職
後
は
持
ち
前
の
向

学
心
。「
元
気
だ
か
ら
た
だ
家
に

い
る
の
は
い
や
」
と
寿
大
学
４

年
、
大
学
院
２
年
、
青
森
大
学
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
も
受
講
、
70
歳
か
ら

は
絵
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
月
２
回
の
絵
画
教
室
に
長
年
熱
心
に
通
う
浅
利

さ
ん
に
、
仲
間
の
皆
さ
ん
が
ア
ス
パ
ム
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
浅
利
た
け
さ

ん
の
絵
画
展
」
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
浅
利
さ
ん
が
96
歳
の
と
き
で
す
。

沢
山
の
方
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
絵
が
欲
し
い
と
買
い
上
げ

て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
も
と
も
と
手
先
の
器
用
な
浅
利
さ
ん
は
退
職
後
、
地
域
の
老
人
ク

ラ
ブ
の
展
示
会
出
品
用
に
趣
味
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
始
め
ま
し
た
。
小
物
か

ら
始
め
た
作
品
が
、
今
で
は
だ
ん
だ
ん
大
き
な
作
品
に
な
り
、
絵
を
描
く
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
性
か
ら
、
県
展
に
出
品
し
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
（
壁
掛
け
）

は
８
回
す
べ
て
入
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
記
録
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　美
的
感
覚
に
優
れ

た
浅
利
さ
ん
は
い
つ

で
も
お
し
ゃ
れ
、
セ

ン
ス
の
良
い
洋
服
を

着
て
、
趣
味
の
踊
り

で
着
慣
れ
た
和
服
も

き
り
っ
と
着
こ
な

し
、
お
気
に
入
り
の

し
ゃ
れ
た
カ
ッ
プ
で

紅
茶
を
飲
む
姿
も

カ
ッ
コ
良
く
、
98
歳

に
な
る
今
も
大
好
き

な
花
の
絵
を
描
き
、

次
な
る
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
の
題
材
を
考
え

て
い
ま
す
。

（
編
集
委
員

　佐
々
木
　克
子
）

老
い
て
も
青
春
！

浅
利

　
た
け
さ
ん
（
青
森
市
・
98
歳
）
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　青
森
市
沖
館
市
民
セ
ン
タ
ー
の
「
木

彫
り
愛
好
会
」
の
代
表
・
指
導
者
を
務

め
て
い
る
鶴
谷
さ
ん
。
主
に
70
〜
80
歳

代
の
方
を
中
心
に
10
名
の
方
と
木
彫
り

を
楽
し
ん
で
16
年
に
な
る
。
鶴
谷
さ
ん

は
戦
中
派
な
の
で
、
志
願
し
て
仙
台
の

少
年
通
信
学
校
に
入
学
し
た
が
、
ま
も

な
く
終
戦
を
迎
え
た
の
で
国
鉄
の
盛
岡

鉄
道
管
理
局
青
森
駐
在
所
電
信
課
に
就

職
。
定
年
後
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
竹
村
松
博
氏
（
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
お
ど
ろ
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
長
）
に
師
事
。
そ
の
後
、
職
業
訓
練
校
に
て
木
工
を
一
年
間
学
び
、
ま
す
ま

す
木
の
虜
に
な
る
。

　「
若
い
頃
は
、
野
球
、
演
歌
、

釣
り
な
ど
の
趣
味
が
あ
っ
た
が
、

木
が
大
好
き
な
の
と
、
仲
間
に
見

守
ら
れ
、
育
て
て
も
ら
っ
た
の
と

で
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ

た
。」
と
笑
う
。
こ
れ
ま
で
に
、

仏
像
や
皿
な
ど
大
き
な
物
を
作

り
、
評
価
を
得
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
今
は
、
子
供
達
や
セ
ン
タ
ー

祭
り
に
お
い
で
の
方
に
、
会
員
と

共
に
木
彫
り
の
楽
し
さ
を
広
め
る

よ
う
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は

小
さ
な
干
支
の
酉
を
指
導
し
て
い

た
。

　「
健
康
の
た
め
に
は
な
に
を
？
」
と
た
ず
ね
た
ら
、「
何
で
も
食
べ
て
よ
く
眠

り
、
次
に
作
る
も
の
の
構
想
の
た
め
に
ち
ょ
っ
と
頭
を
使
う
こ
と
か
な
。」
と
い

う
。「
題
材
や
材
料
は
自
由
に
選
ば
せ
て
く
れ
る
が
、
機
械
や
刃
物
の
扱
い
に
は
厳

し
く
、
基
本
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
。
笑
顔
が
か
わ
い
い
先
生
。」
と
は
会
員
の

評
。　国

鉄
退
職
組
合
会
の
東
青
支
部
副
会
長
も
務
め
て
お
ら
れ
る
。

（
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　宮
﨑

　靜
子
）

鶴
谷

　
猛
さ
ん
（
青
森
市
・
88
歳
）

仲
間
と
木
彫
り
を
楽
し
む

木彫り愛好会のみなさんと

指導していた酉

指導中の鶴谷さん（沖館市民センター祭りで）

鶴谷さん作　不動明王
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　上
村
撹
憲
さ
ん
は
昭
和
９
年
生
ま
れ
の
82
歳
で
あ
る
。
八
戸
市
張
田
で
鉄
道
員
の

息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
撹
憲
さ
ん
も
国
鉄
保
線
区
で
35
年
間
、
仙
建
工
業
社
で
10
年

間
勤
務
し
、
昭
和
62
年
に
退
職
し
た
。
退
職
を
２
、
３
年
後
に
控
え
た
あ
る
日
、
師

匠
で
あ
る
大
島
忠
男
さ
ん
（
89
歳
）
か
ら
「
仕
事
を
辞
め
れ
ば
、
暇
で
ボ
ケ
て
し
ま

う
よ
」
と
言
わ
れ
た
の
が
、
稲
わ
ら
細
工
に
挑
戦
す
る
き
っ
か
け
で
あ
る
。
最
初
は

２
人
だ
け
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
始
め
た
。
稲
わ
ら
細
工
は
冬
の
仕
事
で
あ

る
の
で
、
寒
く
て
大
変
で
し
た
と
、
当
時
を
思
い
出
し
懐
か
し
そ
う
に
お
話
さ
れ
た

（
夏
は
稲
わ
ら
が
乾
い
て
仕
事
が
出
来
な
い
）。
翌
年
は
、
２
人
で
大
工
を
し
、
作

業
小
屋
を
作
っ
た
。
仲
間
も
５
、
６
人
に
増
え
た
。
細
工
は
爪
子
・
亀
・
俵
・
草

履
・
草
鞋
・
〆
飾
り
・
宝
船
等
を
作
っ
た
。

　児
童
館
や
小
学
校
、
ユ
ー
ト
リ
ー
で
上
長
老
人
ク
ラ
ブ
の
有
志
で
講
習
会
を
開
き

指
導
を
し
た
。
え
ん
ぶ
り
組
か
ら
爪
子
の
注
文
が
あ
り
沢
山
作
っ
た
。
子
ど
も
え
ん

ぶ
り
の
爪
子
を
市
に
寄
贈
し
喜
ば
れ
た
。

　仲
間
の
一
人
が
65
歳
の
と
き
に
脳

塞
を
患
い
、
手
足
が
不
自
由
に
な
っ
た
。
上

村
さ
ん
達
の
協

力
で
、
縄
を

綯
っ
た
り
、
爪

子
を
不
自
由
な

手
で
作
っ
て
い

る
う
ち
に
、

徐
々
に
機
能
が

回
復
し
、
86
歳

の
今
で
は
元
気

に
自
転
車
に

乗
っ
て
い
る
。

「
良
い
仲
間
に

恵
ま
れ
、う
ま
い
具
合
に
リ
ハ
ビ
リ
に
な
っ
た
の
で
は
」
と
上
村
さ
ん
が
お
話
さ
れ
た
。

　師
匠
の
お
父
様
↓
大
島
師
匠
↓
上
村
さ
ん
（
28
年
近
く
続
け
て
い
る
）
と
受
け
継

い
で
き
た
素
朴
で
美
し
い
民
芸
品
作
り
を
絶
や
し
た
く
な
い
と
、
現
在
１
人
で
頑

張
っ
て
い
る
。

　11
月
に
上
長
公
民
館
で
「
稲
わ
ら
細
工
」
の
講
習
会
を
開
き
、
後
継
者
の
育
成
に

繋
げ
た
い
と
意
欲
的
で
あ
る
。
農
業
の
機
械
化
で
、
細
工
に
適
し
た
稲
わ
ら
を
調
達

す
る
こ
と
が
難
し
く
、
材
料
を
揃
え
る
の
に
一
苦
労
で
あ
る
。

　ご
家
族
は
、
理
解
の
あ
る
奥
様
と
看
護
師
の
娘
さ
ん
の
３
人
暮
ら
し
、
息
子
さ
ん

２
人
は
、
独
立
し
新
し
い
家
庭
を
営
ん
で
い
る
。

　穏
や
か
な
田
園
風
景
の
中
で
、
朝
６
時
半
起
床
、
日
中
は
犬
の
散
歩
や
の
ん
び
り

好
き
な
こ
と
を
し
、
夜
は
８
時
頃
に
就
寝
す
る
。
早
寝
・
早
起
き
が
健
康
の
秘
訣
の

よ
う
だ
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
大
好
き
な
稲
わ
ら
細
工
を
心
行
く
ま
で
研
究

し
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
若
い
人
達
に
民
芸
品
の
美
し
さ
を
伝
承
し
て

く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　鈴
木

　リ
ヨ
）

上
村

　
撹
憲
さ
ん
（
八
戸
市
・
82
歳
）

稲
わ
ら
細
工
が
リ
ハ
ビ
リ
に
な
る

（上）亀
（下）宝船と俵、草履。草履はビニール紐でも作る

か
く
の
り

か
く
の
り
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　退
職
時
代
か
ら
身
体
の
こ
と
を
考
え
始
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
何
か
身
体
に
良
い
こ
と
を
習
慣
に
し
た
い

と
考
え
た
。
そ
こ
か
ら
足
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
腰
の
筋

肉
を
ほ
ぐ
す
こ
と
を
今
日
ま
で
続
け
て
い
る
。

　身
体
に
負
担
が
な
い
よ
う
に
、
初
め
は
足
の
下
や
足

首
を
揉
み
、
ど
う
す
れ
ば
長
寿
に
結
び
つ
い
て
い
く
か

ず
っ
と
考
え
て
き
た
。
し
か
し
、
短
命
の
人
が
多
い
と

い
う
現
状
に
気
づ
き
、
研
究
を
進
め
た
結
果
、
健
康
に

な
る
に
は
足
を
揉
む
こ
と
に
あ
り
、
足
の
全
箇
所
を
ほ
ぐ
す
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か

り
、「
足
心
道
健
康
術
」
を
体
得
し
た
。

　よ
く
い
ろ
ん
な
人
か
ら
体
調
が
良
く
な
い
と
聞
い
た
り
す
る
が
、
そ
れ
は
身
体
が

悪
い
の
で
は
な
く
、
自
分
で
何
も
出
来
な
い
と
決
め
つ
け
て
い
る
人
こ
そ
留
意
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。「
半
生
涯
を
通
じ
て
出
来
る
こ
と
を
一
つ
持
つ
」
は
野
坂
さ
ん
の
言

葉
で
あ
る
。
よ
っ
て
26
年
前
か
ら
足
つ
ぼ
の
健
康
に
目
を
つ
け
て
以
来
、
こ
れ
こ
そ

寝
た
き
り
防
止
の
妙
薬
だ
と
広
く
村
民
に
勧
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
温
泉
や
風
呂
に

行
っ
た
と
き
は
足
指
、
足
首
を
柔
軟
に
ほ
ぐ
す
こ
と
も
大
切
で
あ
る
が
、
足
心
術
で

は
四
つ
ん
這
い
の
と
き
の
両
手
は
前
足
で
あ
り
、
柔
軟
に
動
か
す
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
の
こ
と
。
よ
っ
て
足
、
手
、

側
面
、
背
中
、
仰
向
け
で
、
腹
、
大

腿
部
、
顔
面
を
揉
む
こ
と
が
心
筋

塞
や
ク
モ
膜
下
出
血
の
予
防
と

な
り
、
生
活
習
慣
に
取
り
入
れ
て

現
在
ま
で
で
７
０
０
名
に
施
し
、

長
寿
へ
の
手
助
け
を
し
て
い
る
。

（
編
集
委
員
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　瀬
川
万
喜
太
）

足
心
道
健
康
術
で
長
寿
を

野
坂

　
信
一
さ
ん
（
六
ヶ
所
村
・
76
歳
）

　年
々
、
戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
風
化
し
て
い
く
こ

と
に
危
機
感
を
持
ち
、
手
作
り
の
紙
芝
居
を
携
え

て
、「
平
和
の
語
り
部
」
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ

る
髙
屋
敷
八
千
代
さ
ん
。

　79
歳
の
ご
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
各
地

を
忙
し
く
走
り
回
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
お
忙
し

い
合
間
を
縫
っ
て
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　「
71
年
前
、
８
歳
だ
っ
た
私
は
、
中
国
の
開
拓
団
で
日
本
の
敗
戦
を
迎
え
ま
し

た
。
命
か
ら
が
ら
の
逃
避
行
で
、
幼
い
弟
２
人
が
病
死
し
妹
も
行
方
不
明
に
。
そ
の

悲
惨
な
体
験
を
長
く
封
印
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
32
年
前
、
教
え
子
か
ら
『
残
留
孤

児
っ
て
何
？
』
と
尋
ね
ら
れ
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
、
私
の
体
験
を
伝
え
る
重

要
性
に
気
づ
き
ま
し
た
。
以
来
、
自
身
の
体
験
を
大
型
紙
芝
居
に
し
て
学
校
や
地
域

で
語
り
伝
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

命
の
続
く
限
り
、
平
和
を
願
っ
て
語
り
伝

え
て
い
き
ま
す
。」

　「
戦
争
放
棄
」
と
い
う
誇
り
高
い
日
本

平
和
憲
法
が
、
今
ま
さ
に
風
前
の
灯
と
な

り
つ
つ
あ
る
中
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り

継
ぐ
髙
屋
敷
先
生
。
そ
の
語
り
口
は
優
し

く
穏
や
か
で
あ
り
な
が
ら
、
一
言
ひ
と
こ

と
に
戦
争
へ
の
激
し
い
憤
り
と
平
和
へ
の

熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
、
私
自
身
、
背
中

を
強
く
打
た
れ
た
思
い
の
す
る
取
材
で
し

た
。（

シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　川
畑

　智
子
）

中
国
引
き
揚
げ
体
験
を
紙
芝
居
で

髙
屋
敷

　
八
千
代
さ
ん
（
む
つ
市
・
79
歳
）

12



　カ
ロ
ー
リ
ン

グ
は
、
カ
ナ
ダ

や
北
欧
の
国
々

で
親
し
ま
れ
て

い
る
氷
上
の
ス

ポ
ー
ツ
の
カ
ー

リ
ン
グ
を
、

も
っ
と
手
軽
に

ど
こ
で
も
楽
し

め
る
よ
う
に
開

発
さ
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

床
面
は
フ
ロ
ア
ボ
ー
ド
、
ゴ
ム
面
、
樹
脂
タ
イ
ル
な
ど
平

ら
な
床
面
な
ら
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー

ラ
ー
は
、
本
物
の
カ
ー
リ
ン
グ
の
ス
ト
ー
ン
の
よ
う
に
動

き
、
室
内
で
カ
ー
リ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。

　１
チ
ー
ム
３
人
で
、
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
６
個
（
６

色
）
を
使
用
し
ま
す
。
投
球
順
序
は
、
相
手
チ
ー
ム
と
１

個
ず
つ
交
互
に
投
球
し
ま
す
。

　ル
ー
ル
と
し
て
は
、
先
攻
後
攻
を
決
め
、
先
攻
は
オ
レ

ン
ジ
・
グ
リ
ー
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
、
後
攻
は
ブ
ル
ー
・
イ
エ

ロ
ー
・
レ
ッ
ド
の
ロ
ー
ラ
ー
を
使
用
し
ま
す
。
交
互
に
ス

ロ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
ポ
イ
ン
ト
ゾ
ー
ン
に
向
か
っ
て
投
球
し

ま
す
。
す
べ
て
の
ロ
ー
ラ
ー
投
球
後
、
最
も
ポ
イ
ン
ト

ゾ
ー
ン
に
近
い
位
置
に
止
ま
っ
た
チ
ー
ム
の
得
点
と
な
り

ま
す
。
得
点
は
相
手
チ
ー
ム
の
一
番
近
い
ロ
ー
ラ
ー
よ
り

内
側
に
あ
る
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
て
が
得
点
と
な
り
ま
す
。
負

け
チ
ー
ム
は
、
ポ
イ
ン
ト
ゾ
ー
ン
に
ロ
ー
ラ
ー
が
あ
っ
て

あすなろ友の会青森支部　カローリング同好会
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も
０
点
。
両
チ
ー
ム
と
も
ポ
イ
ン
ト
ゾ
ー
ン
に
ロ
ー
ラ
ー

が
無
い
場
合
は
、
両
チ
ー
ム
と
も
０
点
。
勝
っ
た
チ
ー
ム

は
次
イ
ニ
ン
グ
は
先
攻
と
な
り
ま
す
。

　あ
す
な
ろ
友
の
会
青
森
支
部
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
同
好
会

は
、
友
の
会
会
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
毎
週
、
青

森
市
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　《
お
問
合
せ
先
》

　あ
す
な
ろ
友
の
会
青
森
支
部

　事
務
局
長

　佐
々
木

　克
子

　電
話

　０
１
７
（
７
７
３
）
６
６
３
８

貸出の問い合せ先　青森県長寿社会振興センター　017－777－6311
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あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

　む
つ
湾
に
接
す
る
野
辺
地
町
。
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富

な
内
海
で
、
丸
々
と
太
っ
た
ホ
タ
テ
を
活
用
し
た

料
理
教
室
が
開
か
れ
た
。
講
師
は
荒
川
麗
子
氏
。

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
熊
谷
氏
、
田
中
氏
、
柴
崎
氏
、

金
枝
氏
の
協
力
で
、
レ
シ
ピ
に
従
っ
て
進
め
た
。

具
材
の
成
分
に
よ
り
香
り
、
味
は
最
高
級
の
美
味

し
さ
と
太
鼓
判
。
メ
ニ
ュ
ー
は
ホ
タ
テ
ご
飯
、
ホ

タ
テ
ス
ー
プ
、
ホ
タ
テ
味
噌
貝
焼
き
、
ホ
タ
テ
や

野
菜
、
果
実
の
酢
の
物
、
小
か
ぶ
の
漬
物
。
盛
り

付
け
や
配
膳
も
手
際
良
く
、
荒
川
講
師
の
説
明
後
、
会
食
し
た
。「
う
ん
、
う

ま
い
」、「
味
最
高
」
と
口
々
に
賞
賛
し
終
了
。
片
付
け
て
全
員
笑
顔
で
握
手
し

て
帰
路
に
着
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

　10
月
18
日
（
火
）
健
康
ア
ッ
プ

　グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
が
、
秋
空
陽
光
の
下
、
六
戸
総
合
運

動
公
園
で
開
催
。
畠
山
千
秋
さ
ん
指
揮
で
準
備
運

動
後
、
前
川
原
氏
の
合
図
で
一
斉
プ
レ
ー
開
始

（
２
ラ
ウ
ン
ド
各
40
分
）。
暫
く
し
た
ら
四
方
か

ら
歓
声
、
拍
手
、「
や
っ
た
ー
」、「
ヨ
ッ
シ
ャ
」

の
声
が
響
い
た
。
参
加
者
は
、
一
球
に
集
中
し

て
、
ク
ラ
ブ
を
振
る
姿
、
歩
行
は
健
康
そ
の
も
の

で
額
に
玉
汗
。
腹
は
キ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
。
ラ
ウ
ン
ド

終
了
後
に
成
績
発
表
。
講
師
は
小
山
陞
氏
。
プ
レ
ー
マ
ナ
ー
を
守
り
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
中
、
事
故
な
く
終
了
し
大
変
良
か
っ
た
。
今
後
と
も
、
軽
運

動
を
継
続
し
て
寿
命
薬
と
し
て
く
だ
さ
い
と
閉
じ
た
。
緑
地
で
存
分
な
プ

レ
ー
が
出
来
て
満
足
感
か
ら
笑
顔
、
笑
顔
で
握
手
で
別
れ
た
。

（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

▼
上
十
三
支
部

「
食
」は「
い
の
ち
」の
源

　健
康
ホ
タ
テ
料
理
教
室

　10
月
12
日（
水
）、
43
名
の
会
員
が
送
迎

バ
ス
で
弘
前
駅
城
東
口
か
ら
乗
り
、
舮
作

に
あ
る
不
老
ふ
死
温
泉
に
向
か
う
。
片
道

二
時
間
余
の
行
程
な
の
で
、
車
中
で
栗
林

運
営
委
員
が
歌
唱
指
導
を
し
、
鳴
海
運
営

委
員
が
鯵
ヶ
沢
白
八
幡
宮
や
深
浦
町
円
覚

寺
な
ど
の
ガ
イ
ド
を
行
っ
た
。

　不
老
ふ
死
温
泉
に
到
着
後
、
早
速
ひ
と

風
呂
浴
び
る
。
鉄
分
を
含
む
塩
化
物
の
温

泉
で
よ
く
温
ま
る
。
昼
食
は
深
浦
マ
グ
ロ

ス
テ
ー
キ
丼
。
刺
身
・
片
面
焼
き
・
両
面

焼
き
に
そ
れ
ぞ
れ
違
う
タ
レ
を
つ
け
て
ご

飯
に
乗
せ
る
、
と
い
う
食
べ
方
を
初
め
て

経
験
し
た
。

　午
後
に
な
り
雨
も
止
ん
だ
の
で
、
物
好
き
な
二
人
（
う
ち
一
人
が
鳴
海
）
が

海
辺
の
露
天
風
呂
へ
向
か
っ
た
。
風
が
あ
り
寒
か
っ
た
が
、
10
分
位
入
っ
て
か

ら
上
が
る
と
、
寒
さ
も
あ
ま
り
感
じ
な
く
な
っ
た
。
湯
に
浸
か
り
な
が
ら
、
日

本
海
の
荒
波
が
打
ち
寄
せ
る
の
を
眺
め
る
の
も
乙
な
も
の
だ
と
思
っ
た
。

（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

▼
津
軽
支
部

マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
を
賞
味

健
康
ア
ッ
プ

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　11
月
２
日
（
水
）、
宮
川
交
流
セ
ン
タ
ー
で
煎
茶
席
・
抹
茶
席
を
設
け
て
の

茶
会
に
23
名
が
参
集
。
煎
茶
の
担
当
は
小
野
野
里
先
生
、
抹
茶
の
担
当
は
平
山

知
枝
子
先
生
。
掛
け
軸
・
お
花
の
説
明
を
聞
き
、
見
事
な
お
手
前
を
拝
見
し
、

ゆ
っ
く
り
と
お
茶
を
味
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
優
雅
な
ひ
と
と
き
を
も
っ
と
多

く
の
会
員
に
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。
両
先
生
を
始
め
お
手
伝
い
の

方
々
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

十
一
月
恒
例
の
茶
会

へ
な
し
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　晴
天
に
恵
ま
れ
た
９
月
21
日
（
水
）、
西
目
屋
村
に
建
築
中
の

津
軽
ダ
ム
見
学
会
を
開
催
し
た
。

　参
加
者
は
98
名
と
、
ダ
ム
工
事
関
係
者
も
驚
く
ほ
ど
大
勢
の
会

員
が
参
加
し
て
く
れ
た
。そ
の
た
め
全
員
が
一
緒
に
見
学
で
き
ず
、

２
班
に
分
か
れ
て
の
見
学
と
な
っ
た
。

　津
軽
ダ
ム
は
高
さ
58
ｍ
の
目
屋
ダ
ム
の
下
流
60
ｍ
の
と
こ
ろ
に

完
成
さ
れ
た
、
高
さ
97
ｍ
の
ダ
ム
で
、
貯
水
時
は
目
屋
ダ
ム
が
水

没
す
る
が
、
見
学
時
は
貯
水
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
目
屋
ダ
ム
の
て
っ
ぺ
ん
部
分
が
見
え
て

い
て
、
津
軽
ダ
ム
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　ダ
ム
天
端
は
工
事
中
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
歩
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ダ
ム
の
大
き

さ
や
概
要
は
充
分
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
参
加
者
か
ら
は
そ
の
ダ
ム
の
大
き
さ
に
歓

声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

　見
学
後
は
、
弘
前
市
の
「
星
と
森
の
ロ
マ
ン
ト
ピ
ア
」
で
食
事・入
浴
を
し
、
帰
路
に
つ
い
た
。    

　（青
森
支
部

　木
原

　一
明
）

▼
青
森
支
部

津
軽
ダ
ム
見
学
会

▼
下
北
支
部

薬
研
渓
流
と
恐
山
境
内
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　10
月
３
日
（
月
）
、
下
北
の
巨
木
「
お
ぐ

り
」
探
索
と
紅
葉
の
薬
研
渓
流
並
び
に
恐
山
境

内
散
策
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
欲
張
っ
た
。

　森
の
巨
人
百
選
『
お
ぐ
り
』
の
愛
称
は
、
住

民
の
一
般
公
募
で
決
ま
っ
た
名
前
で
、
薬
研
葉

色
山
国
有
林
内
で
ヒ
バ
と
ブ
ナ
が
混
生
す
る
中

に
、
大
き
な
枝
を
大
き
く
広
げ
て
、
ど
っ
し
り

と
鎮
座
し
て
い
る
森
の
巨
人
で
、
樹
齢
推
定
８

０
０
年
以
上
、
幹
周
り
７
・
８
ｍ
、
樹
高
27
ｍ
の
栗
の
大
木
で
あ
る
。

　遊
歩
道
か
ら
巨
木
『
お
ぐ
り
』
ま
で
の
４
５
０
ｍ
の
急
勾
配
の
登
り
が
き
つ
か
っ
た
ら
し
く
、

あ
と
２
０
０
ｍ
、
あ
と
１
０
０
ｍ
と
励
ま
し
合
っ
て
登
り
、『
お
ぐ
り
』
に
到
着
し
て
記
念
撮
影
。

　撮
影
後
、
開
湯
４
０
０
年
を
迎
え
た
ば
か
り
の
杜
と
伝
説
の
癒
し
の
空
間
、
薬
研
温
泉
郷
。

紅
葉
の
薬
研
渓
流
を
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
ヒ
バ
林
の
中
を
歩
き
、
渓
流
沿
い
の
遊

歩
道
に
隣
接
す
る
ヒ
バ
施
業
実
験
林
、
森
林
軌
道
跡
や
素
掘
の
隧
道
（
す
べ
て
手
作
り
で
天
然

石
の
ま
ま
の
ト
ン
ネ
ル
！
）、
乙
女
橋
（
吊
橋
）
等
を
散
策
、
奥
薬
研
「
夫
婦
か
っ
ぱ
の
湯
」
に

ゴ
ー
ル
し
て
昼
食
。
露
天
風
呂
「
カ
ッ
パ
の
湯
」
で
汗
を
流
し
た
り
、
足
湯
を
楽
し
ん
だ
人
も
。

　食
事
中
に
雨
が
降
り
出
し
た
が
、
予
定
通
り
山
越
え
で
死
者
の
霊
が
集
ま
る
霊
場
恐
山
へ
と

バ
ス
を
進
め
る
。
恐
山
入
り
口
近
く
で
、
巨
木
「
千
手
観
音
木
」
を
バ
ス
を
降
り
て
観
察
で
き

た
が
、
恐
山
境
内
に
到
着
し
た
と
き
に
は
、
雨
が
強
く
な
り
、
残
念
だ
が
恐
山
境
内
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
等
は
中
止
し
て
帰
路
に
つ
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
北
支
部

　祐
川

　猛
）

▼
西
北
五
支
部

鰺
ヶ
沢
町
「
水
天
閣
」
で
交
流

　10
月
26
日（
水
）、
会
員
29
名
が
、
西
の
高
野
山
を
見
物
し
、

鰺
ヶ
沢
町
の
水
天
閣
に
て
、
会
員
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
特

に
話
題
と
な
っ
た
の
は
、
来
年
は
あ
す
な
ろ
友
の
会
創
立
15
周

年
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
記
念
事
業
に
つ
い
て
話
し
、
全
員

参
加
で
き
る
よ
う
に
と
誓
い
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

（
西
北
五
支
部

　鈴
木
喜
代
三
郎
）

　あ
す
な
ろ
友
の
会
「
平
成
28
年
度
遊
学
の
旅
・
忘
年
会
だ
よ
！
全
員
集
合
！
」
が
11
月

17
日
（
木
）
に
南
田
温
泉
ホ
テ
ル
ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
で
盛
大
に
開
か
れ
た
。

　参
加
者
の
バ
ス
は
途
中
、
猿
賀
神
社
を
経
由
し
、
ホ
テ
ル
へ
到
着
。
開
催
地
津
軽
支
部

の
本
間
操
支
部
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
長
寿
セ
ン
タ
ー
柴
田
推
進
課
長
か
ら
祝
辞
、

そ
し
て
各
支
部
長
が
紹
介
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
様
々
な
趣
向
を
凝

ら
し
た
出
し
物
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

を
披
露
。
次
の
日
は
、
浪
岡
の

ア
ッ
プ
ル
ヒ
ル
で
見
学
、
お
買
い

物
を
楽
し
ん
だ
。
た
く
さ
ん
の
笑

顔
が
溢
れ
た
２
日
間
だ
っ
た
。
担

当
の
津
軽
支
部
の
皆
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
！

あ
す
な
ろ
友
の
会

　
遊
学
の
旅
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氏　　名　　相馬　美智子　（そうま　みちこ）

役　　歴　　平成12年４月から現在まで　青森県歯科衛生士会理事

・長寿社会振興センターさんのお仕事で、県内各地へ伺う機会をいただいて
　います。方向音痴ですが、活動範囲は広いほうです。

青森県歯科衛生士会
〒030-0811　青森市青柳1丁目3-11　
　　　　　　青森県歯科医師会館内

「私たちは
　皆さんが お口から
　元気になっていただく
　お手伝いをします」

◆ 入れ歯用の歯磨き剤を使う
◆ 熱湯で洗わない（60℃以下）
◆ ブラシできれいにしてから
　洗浄剤に入れる
◆ 乾燥させない
◆ 自分で調整しない
◆ 安定剤は正しく利用する
◆ 定期的に歯科受診し、適合を
　調べてもらう

°の角度で押し
あて歯と歯肉の間
に

°の角度で押し
あて歯と歯肉の間
に

歯と歯肉の間の汚れがよく取れる
ブラッシング方法です

　こ
ん
に
ち
は
、
歯
科
衛
生
士
の
相
馬
で
す
。
お
口

に
つ
い
て
の
お
話
も
第
３
回
に
な
り
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
実
践
編「
お
口
の
清
潔
を
保
と
う
！
」で
す
。

『
も
ち
ろ
ん
、
歯
み
が
き
は
し
て
い
ま
す
。』
と
い
う

か
た
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
の
ご
自
分

に
合
っ
た
歯
み
が
き
（
お
口
の
清
掃
）
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
？
一
緒
に
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１
．歯
ブ
ラ
シ
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
と
保
管
の
し
か
た

◎
毛
に
弾
力
が
な
く
な
っ
た
り
、
毛
先
が
開
い
て
き

た
ら
交
換
の
目
安
で
す
。（
個
人
差
が
あ
り
ま
す

が
、約
１
か
月
毎
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）

◎
き
れ
い
に
歯
み
が
き
し
よ
う
と
す
る
と
意
外
に

技（
わ
ざ
）が
必
要
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
電
動
ブ

ラ
シ
を
使
う
の
も
効
果
的
で
す
。
電
動
ブ
ラ
シ

の
毛
先
も
交
換
が
必
要
で
す
。

◎
歯
ブ
ラ
シ
は
、
カ
ビ
や
細
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ
た
め

に
、使
用
後
は
洗
っ
て
毛
を
乾
燥
さ
せ
て
下
さ
い
。

★
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
を
受
け
た
か
た
は
お
手
入

れ
が
異
な
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院

で
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

２
．歯
み
が
き
は
「
刷
掃
」
で
す
。
こ
す
っ
て
細
菌
を

き
れ
い
に
し
ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
使
っ
た

毛
先
み
が
き
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

◎「
食
べ
た
ら
み
が
く
」が
基
本
で
す
が
、
唾
液
の
分

泌
が
少
な
く
な
る
前
＝
寝
る
前
は
、
必
ず
み
が
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
せ
っ
か
く
残
っ
て
い
る
歯
が
、
む
し
歯
や
歯
周
病

に
な
ら
な
い
た
め
に
こ
れ
か
ら
注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
い
目
の
汚
れ

で
す
。
磨
き
過
ぎ
は
歯
や
歯
ぐ
き
を
傷
つ
け
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
力
加
減
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
ゴ
シ
ゴ
シ
」
で
は
な
く
「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
」
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
歯
の
汚
れ
を
こ
す
り
、
歯
ぐ
き
を

マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

◎
口
臭
予
防
の
た
め
に
、
舌
も
軽
く
み
が
き
ま
し
ょ

う
。
こ
ち
ら
も
磨
き
過
ぎ
は
禁
物
で
す
。１
日
１

回
、起
床
時
の
ケ
ア
が
お
す
す
め
で
す
。
奥
か
ら

前
に
優
し
く
撫
で
る
よ
う
に
３
回
が
目
安
で
す
。

舌
専
用
の
舌
ブ
ラ
シ
を
使
い
、歯
磨
き
剤
は
つ
け

ず
に
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

◎
歯
ブ
ラ
シ
以
外
に
も
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル

フ
ロ
ス
、
ワ
ン
タ
フ
ト
ブ
ラ
シ
（
部
分
磨
き
用
ブ

ラ
シ
）が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

３
．入
れ
歯
は
、は
ず
し
て
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
入
れ
歯
の
材
質
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
「
入
れ
歯
用

歯
磨
剤
」
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
最
近
で
は
泡
タ
イ

プ
の
も
の
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
除
菌
の
た
め
に
義
歯
洗
浄
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

義
歯
洗
浄
剤
は
、部
分
入
れ
歯
用
、総
入
れ
歯
用
、

兼
用
な
ど
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

◎
入
れ
歯
の
内
側
に
食
べ
か
す
が
残
り
や
す
く

な
っ
た
ら
歯
科
医
院
で
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

４
．仕
上
げ
は
、う
が
い
で
す
。

◎
歯
み
が
き
の
後
や
の
ど
の
入
り
口
を
洗
う
ガ
ラ

ガ
ラ
う
が
い
の
前
に
、
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

◎
う
が
い
は
、
自
分
の
意
志
で
お
口
を
動
か
す
「
脳

と
身
体
の
協
調
運
動
」
で
す
。
日
頃
か
ら
鼻
呼
吸

や
お
口
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
と
思
っ
て
し
っ
か

り
行
い
ま
し
ょ
う
。

５
．プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
の
す
す
め

　「歯
み
が
き
」は
し
て
い
て
も
、
歯
や
入
れ
歯
に
歯

石
や
色
が
付
く
も
の
で
す
。
歯
や
歯
ぐ
き
・
入
れ

歯
を
長
く
心
地
よ
く
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

定
期
的
な
健
診
と
専
門
的
な
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

が
必
要
で
す
。
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
に
は
、
ぜ
ひ

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
の
心
地
よ
さ
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　お
手
入
れ
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
歯
科

医
院
な
ど
で
遠
慮
な
く
私
た
ち
歯
科
衛
生
士
に
ご

相
談
下
さ
い
。
今
年
の
冬
は
す
で
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
中
で
す
。
歯
み
が
き
で
お
口
の
清
潔

を
保
つ
こ
と
が
、
じ
つ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
に
も
有
効
で
す
よ
。

　次
回
、
最
終
回
は「
お
口
の
体
操
」と「
定
期
健
診
」

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
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白菜のスキムミルク煮
副菜（カルシウム多め）

材料（１人分）

作 り 方

白菜……………………………… 1枚（100g）

パプリカ…………………………1/4 個（40g）

しめじ……………………………1/5 株（20g）

豚ひき肉…………………………………… 20g

水……………………………………………80ml

コンソメ顆粒……………………………… 1.5g

　　スキムミルク……………………… 10g

　　小麦粉…………………………………5g

サラダ油…………………………… 小さじ 1/4

パセリ…………………………………………2g

エネルギー 141 kcal
たんぱく質 9.8 g
脂質 4.5 g

カルシウム 164 mg
鉄 1.2 mg
食塩相当量 0.8 g

１．白菜とパプリカは長さ４～５cm位のせん切り、しめ
じは小房に分けておく。

２．フライパンを熱し、油をひいて豚ひき肉を入れ、白菜、
しめじを加えてサッと炒める。

３．水とコンソメを加え、白菜がしんなりしたら火を止
め、パプリカを加え冷ましておく。

４．３にＡを振り入れ火にかけ、中火でとろみが出るまで
かき混ぜてこしょうで味を調える。器に盛り付け、パ
セリを振る。

１人分の
栄養量

　

　
Ａ

厚揚げと大根の炒め煮
主菜（カルシウム多め）

材料（１人分）

作 り 方

大根…………………………………3cm（70g）

牛肉こま切れ……………………………… 50g

厚揚げ……………………………1/4 枚（50g）

万能ねぎ…………………………… 1本（5g）

ごま油……………………………… 小さじ 1/2

　　水………………………………… 100ml

　　酒……………………………… 小さじ 2

　　みりん………………………… 小さじ 2

　　砂糖………………………… 小さじ 2/3

しょうゆ…………………………… 大さじ 1/2

エネルギー 287 kcal
たんぱく質 15.4 g
脂質 18.5 g

カルシウム 146 mg
鉄 2.1 mg
食塩相当量 1.2 g

１．大根は１cm厚さのいちょう切りにする。厚揚げは６

等分、牛肉は食べやすい大きさに切る。

２．フライパンにごま油を熱し、大根を焦げ目がつくまで

焼き、牛肉を入れ色が変わるまで炒め、厚揚げも軽く

焼く。

３．Ａを加え、煮立ったら落としぶたをし、弱火で２～３

分加熱し、しょうゆを加え、万能ねぎを散らす。
１人分の
栄養量

　

　

Ａ

ヘルスアップヘルスアップヘルスアップヘルスアップ CookingCookingCookingCooking
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「お金が返ってくるのでATMへ行くように」は詐欺！！
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Ｎ 41°00′00″Ｎ 41°00′00″

（「青森県民手帳」より）（「青森県民手帳」より）

北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力

第３回 み森県青森青青森県青森県ととと「「 りりりのりみ のみ のりみ のりのののの風風 」」」青森県と「み のりの風 」青森県と「み のりの風 」

　　　　　昭和14年青森市生まれ。昭和32年に青森県立青森高等学校卒業後、
　　　　　ＮＨＫ青森放送局に入局。以後、東北各地の放送局に勤務。
　　　　　平成８年にＮＨＫ文化センター青森支社長となり、平成10年に「みやこ
　うた」を創案。現在は、「みやこうたを創り楽しむ会」会長の他、ＮＨＫ文化セン
　ター「みやこうたを楽しむ」講師、各地「みやこうた教室」講師をしている。

みやこうたを創り楽しむ会会長
　湊　望（みなと　ほまれ）

　青
森
県
旗（
県
章
）は「
風
の
字
」の
イ
メ
ー
ジ
で
、地
図
上

の
津
軽
半
島
も「
風
の
字
」そ
っ
く
り
で
す
。

　日
本
三
大
美
林
の
県
の
木「
ヒ
バ
」は
冬
の
西
風
と
夏
の

東
風
の
過
酷
な
環
境
下
で
逞
し
く
育
ち
、そ
の
耐
久
力
に
優

れ
た
材
質
は
県
民
性
と
も
相
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　県
民
鳥「
白
鳥
」は
、風
花（
雪
）の
季
節
風
と
と
も
に
や
っ

て
来
る
冬
の
使
者
で
す
。

　県
の
花
は
日
本
一
の「
り
ん
ご
」。
美
空
ひ
ば
り
の
名
曲

「
り
ん
ご
追
分
」に
は「
風
に
散
る
花
片
」が
登
場
す
る
ほ
か
、

戦
後
一
世
風
靡
し
た「
り
ん
ご
の
唄
」は
映
画「
そ
よ
か
ぜ
」

の
主
題
歌
で
し
た
。

　県
内
に
は
風
合
瀬
、
屏
風
山
、
風
の
町（
外
ケ
浜
）、
風
間

浦
な
ど
、風
に
ち
な
ん
だ
地
名
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、青
森
と「
風
」の
関
係
は
、

①
風
光
明
媚
＝
国
立
公
園
２
ケ
所
、
国
定
公
園
２
ケ
所
、

県
立
自
然
公
園
８
ケ
所
な
ど
全
県
が
景
勝
地
。

②
風
力
発
電
＝
Ｈ
27
年
度
現
在
、229
基
、設
備
容
量
は
36
・４

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
達
し
、日
本
一
。

③
風
呂
＝
人
口
10
万
人
当
た
り
の
公
衆
浴
場
数
は
、
24
・５

ケ
所
で
日
本
一
。
温
泉
も
有
名
。
温
度
は
健
康
に
良
い

と
さ
れ
る「
緯
度
と
同
じ
41
度
」が
お
す
す
め
。

④
風
帆
船（
北
前
船
）＝
中
世
か
ら
明
治
時
代
に
県
内
各
港

と
近
畿
を
結
ん
だ
北
前
船
は
、船
絵
馬
、京
菓
子
、祇
園

ま
つ
り
等
、数
々
の
上
方
文
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

⑤
風
媒
花
＝「
稲
」は
風
媒
花
の
代
表
植
物
。
米
作
り
が

盛
ん
な
青
森
は
10
ア
ー
ル
当
た
り
収
穫
量
日
本
一
。

新
品
種「
青
天
の
霹
靂
」は
旨
い
と
た
ち
ま
ち
大
旋
風
。

⑥
風
味
・
グ
ル
メ
＝
食
材
と
グ
ル
メ
の
宝
庫
の
青
森
で
は

郷
土
料
理
の
他「
ご
当
地
グ
ル
メ
」が
続
々
誕
生
。
こ
れ

ら
は
ど
れ
も「
41
度
し
あ
わ
せ
の
一
品
」で
す
。

⑦
風
謡（
民
謡
・
は
や
り
う
た
）＝
人
気
の
津
軽
・
南
部
民
謡

や
手
踊
り
、津
軽
三
味
線
。
Ｈ
28
年
３
月
北
海
道
新
幹
線

開
業
で「
は
や
ぶ
さ
・
は
や
て
」が
風
を
切
り
、青
函
交
流

新
時
代
を
告
げ
る
中
、
両
地
域
の
代
表
的
歌
手
・
北
島

三
郎
と
吉
幾
三
の
新
曲
は
「
風
は
吹
く
」で
し
た
。

　こ
の
ほ
か「
風
」に
ま
つ
わ
る
言
葉
は
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
で
、青
森
に
か
か
わ
る
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　青
森
に「
北
緯
41
度
」の
風
が
吹
き
ま
す
よ
う
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　・

　
　
　
　
　・

　
　

　
　
　
　
　
　しあ
わ
せ
い
っ
ぱ
い

ヤ
マ
セ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
な
び
ら

　
　
　
　
　
　
　
　か
そ
せ
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14 ㎜
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■
タ
テ
の
カ
ギ
■

１
．温
泉
な
ど
に
入
る
と
、こ
ん
な
気
分
に
な
り

ま
す

２
．英
語
で
は
、ネ
ッ
ク
と
言
い
ま
す
が…

３
．交
換
す
る
と
い
う
意
味
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

世
界
で
は
エ
ラ
ー
が
出
る
こ
と

４
．巨
大
な
ミ
ミ
ズ
な
ど
、こ
う
言
い
ま
す

６
．「
く
っ
つ
く
」の
意
味
。糸
を
引
く
と「
ね
ば
る
」

７
．「
ど
ぶ
ろ
く
」、「
密
造
酒
」、「
白
濁
酒
」

８
．「
垢
」の
こ
と
、風
呂
に
長
い
こ
と
入
ら
な
い

と…

■
タ
テ
の
カ
ギ
■

２
．腰
を
す
え
て
、じ
っ
く
り
と

３
．物
を
食
う
と
き
、水
気
が
足
り
な
い

５
．つ
ら
ら
が
下
が
っ
て
雨
漏
り
す
る
こ
と

８
．重
い
物
を
持
ち
上
げ
る
時
、腰
が
こ
う
な
る

と
大
変

10
．目
に
ゴ
ミ
が
入
っ
た
時
、こ
う
言
う

■ヨコのカギ■
１．「それは簡単さ！」という
言い方

４．ご飯を炊くこと

５．柱などにつかまること

７．小銭のこと

９．あたふたと、急ぐこと

■ヨコのカギ■
１．尻込みする、ビビること

４．鼻血を流した時、紙をつめる
こと

６．そっちの方への意味

７．綿の入ったチョッキ、英語で
はベスト？

９．津軽弁で「いいえ」と答える時

11．音のしないオナラ…臭い！

♪

1 2 3

4

5

6

9

7 8

1 2 3

4 5

6

7 8 9

10

11

123

4

5

6

9

78

123

45

6

789

10

11
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　とうとう１２月になりました。２０１６年、皆さんにとっ
てどんな年でしたか？ 私の２０１６年は、仕事やプライ
ベートで、県内外いろんな場所へ行ったことが印象的

です。普段、旅行など行かない私にとっては新鮮な年でした。
　来年の抱負としては、娘が小学校へ入学するので一緒に勉強
を頑張りたいです。何か資格を取りたいと思っています。
　皆さん良いお年を！（聖）

お詫びと訂正
あすなろ倶楽部 vol. 96におきまして、以下の誤りがありました。
ご迷惑をおかけしましたことをお詫び申し上げ、訂正いたします。

16ページ　上段　後ろから５行目
誤：岩屋弘子　　→　　正：岩谷弘子

　あすなろ倶楽部を読んでのご感想、日常の「ほのぼ
の」とした出来事など、たくさんのご意見をお寄せ
ください。
　また、俳句や写真も募集しています。
①俳句、短歌、川柳

ハガキ１枚に２作品以内として、氏名、
住所を記入しお送りください。

②写　真　自分が撮影した写真（自作の工芸品、風景
等。写真サイズはＬ判程度）とし、氏名、
住所、タイトルを添えてお送りください。
ただし、他人に著作権があるものはご
遠慮ください。

③絵手紙　ハガキ、またはハガキ大の用紙に自由に
絵を描いたものを、氏名、住所を記入し
お送りください。

●対　象　県内在住の概ね60歳以上の方。
●その他　投稿回数や締切日は設けず、随時掲載し

ます。（紙面の関係上、すべての作品を掲
載できない場合があります）応募作品は
返却しませんのでご了承ください。

●送付先　〒030-0822 青森市中央３丁目20－30
県民福祉プラザ３階
青森県長寿社会振興センター「機関誌」係宛
TEL 017（777）6311　FAX 017（735）1160

お詫びと訂正
あすなろ倶楽部 vol. 96におきまして、以下の誤りがありました。
ご迷惑をおかけしましたことをお詫び申し上げ、訂正いたします。すす

16ページ　上段　後ろから５行目
誤：岩屋弘子　　→　　正：岩谷弘子

ください。
　また、俳句
①俳句、短歌

ハ
住

②写　真　自
等
住

遠
③絵手紙　ハ

絵

●対　象　県

　あすなろ倶
の」とした出
ください。

倶楽部を読ん 感想 常 「 ぼあすな 倶
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■と  　き　　

　　　　　　　受付（雨池スキーセンター1階）：午前９時から10時
　　　　　　　トライアル 11：30～　申告レース 13：30～

■と こ ろ　　

　　　　　　　南津軽郡大鰐町大字虹貝字清川48-1（0172-49-1023）

■競技種目　　アルペン（大回転、タイムの自己申告制による競技）
■競技方法　　先に大回転競技によるタイムを計測し、本人にタイムを伝達する。
　　　　　　　次にタイムを自己申告して申告タイムに近い人を入賞とする。

■対 象 者　　

■競技年齢区分

■参 加 費　　１人につき500円（レクリエーション保険代）
　　　　　　　※当日徴収します
　　　　　　　昼食は、各自でお願いします。（スキー場の食堂をご利用ください）

■申込期日　　平成28年12月5日（月）から平成29年1月13日（金）までに市町村高齢福祉担当
　　　　　　　窓口や当センターカウンターに設置しているチラシ裏面の申込書に記入し
　　　　　　　青森県長寿社会振興センターに郵送またはFAXでお申込み下さい。
　　　　　　　なお、参加者は先着順とし、定員になり次第、締め切りいたします。

■そ の 他　　①参加決定者には、当方からご連絡をいたします。
　　　　　　　②参加決定者は、当日、時間厳守で受付にお集まり下さい。
　　　　　　　　なお、大鰐スキー場のシーズン券及びヘルメットを
　　　　　　　　お持ちの方は持参して下さい。

■問い合わせ・申込先

競技は、男女の区別なく左記の年齢区分で行います。
優勝・準優勝・第3位～第6位まで表彰します。
また、年齢区分毎に最速タイムの選手には、特別賞を
授与します。

〒030-0822　青森市中央3－20－30　県民福祉プラザ3階

社会福祉法人 青森県すこやか福祉事業団　青森県長寿社会振興センター
　　　　　　　 電話：017－777－6311　FAX：017－735－1160

60歳～64歳
65歳～69歳
70歳～74歳
75歳以上

①
②
③
④


